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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が続くなか、設備

投資や個人消費の持ち直し等を背景に緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、米国の保護主義政策

に端を発する貿易摩擦の懸念が拡大するなど先行きは不透明な状況にあります。 

   このようななか当社グループにおいては、国内での樹脂コンパウンド需要および樹脂用着色剤需要の堅

調を背景に良好な業況推移となっております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上高は 228 億８千４百万円（前年同期比 4.6％

増）、経常利益は５億５百万円（前年同期比 28.0％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は３

億２千８百万円（前年同期比 24.2％増）となりました。 

当社グループのセグメント別の業績は次のとおりであります。 

「日本」 

国内部門別の概況として樹脂コンパウンド部門は、自動車産業向けエンジニアリングプラスチックを

中心に、堅調に推移し、生産効率の改善もあり部門営業利益は昨年を上回りました。 

樹脂用着色剤部門は、一部のフイルム関連および繊維関連等が比較的堅調に推移し、部門営業利益は昨

年を上回る結果となりました。 

最後に、加工カラー部門は、自動車産業向けは底堅かったものの建材産業向け等が伸び悩み、想定を下

回りました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 138 億９千３百万円（前年同期比 9.5％増）、営業利

益は３億６千万円（前年同期比 81.3％増）となりました 

「東南アジア」 

東南アジアは、前期に続き家電産業向けの受注が好調であったものの、自動車産業向けで伸び悩んだこ

とから全体としては販売減となりました。当第２四半期連結累計期間の売上高は、86億４千４百万円（前

年同期比 2.4％減）となりましたが、為替変動並びに販売構成の影響もあり営業利益は１億４千万円（前

年同期比 13.2％増）となりました。 

「その他」 

    その他は、中国での日系自動車関連の受注の回復もあり、当第２四半期連結累計期間の売上高は３億４

千６百万円（前年同期比 2.8％増）となり、営業損失は 927 千円（前年同期営業損失１千８百万円）とな

りました。 
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(2) 財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間の総資産は315億６千３百万円と前期末の310億７千７百万円に比べ４億８千５

百万円の増加となりました。 

資産のうち流動資産は149億９千４百万円と前期末の153億２千１百万円に比べ３億２千６百万円の減少と

なりました。この主な要因は現金及び預金が８千９百万円、受取手形及び売掛金が７億１千２百万円それぞれ

減少、製品が３億２千３百万円、原材料及び貯蔵品が１億５千７百万円それぞれ増加したことなどによるもの

です。固定資産は165億６千８百万円と前期末の157億５千６百万円に比べ８億１千１百万円の増加となりまし

た。この主な要因は有形固定資産が４億９千５百万円、投資有価証券が１億８千５百万円それぞれ増加したこ

となどによるものです。 

負債合計は172億１千２百万円と前期末の168億４千５百万円に比べ３億６千７百万円の増加となりました。

負債のうち流動負債は125億９千８百万円と前期末の130億９千万円に比べ４億９千２百万円の減少となりま

した。この主な要因は支払手形及び買掛金が４億１千３百万円減少したことなどによるものです。固定負債は

46億１千４百万円と前期末の37億５千４百万円に比べ８億５千９百万円の増加となりました。この主な要因は

長期借入金が７億３千２百万円増加したことなどによるものです。 

純資産合計は143億５千万円と前期末の142億３千１百万円に比べ１億１千８百万円の増加となりました。こ

の主な要因は利益剰余金が２億２百万円、その他有価証券評価差額金が１億９千４百万円それぞれ増加し、為

替換算調整勘定が２億２千７百万円、非支配株主持分が７千７百万円それぞれ減少したことなどによるもので

す。 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 31 年３月期における通期の業績予想につきましては、平成 30 年５月 11 日に公表しました業績予想に

変更はありません。 
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（３）【四半期連結財務諸表に関する注記事項】

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第2四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 12,693,380 8,854,216 21,547,597 337,138 21,884,735 － 21,884,735

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高

12,815,080 8,854,343 21,669,424 341,543 22,010,967 △ 126,231 21,884,735

セグメント利益又は損失（△） 199,044 124,184 323,229 △ 18,091 305,137 － 305,137

(注） １.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

２.　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　当第2四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 13,893,125 8,644,877 22,538,002 346,675 22,884,678 － 22,884,678

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高

14,109,263 8,644,877 22,754,140 415,429 23,169,570 △ 284,891 22,884,678

セグメント利益又は損失（△） 360,941 140,542 501,483 △ 927 500,556 － 500,556

(注） １.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

２.　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第1四半期連結会計期間の期首か
ら適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。

126,231 △ 126,231 －

216,137 － 216,137 68,753 284,891 △ 284,891

四半期連結
損益計算書
計上額   （注

２）

その他
（注１）

合計 調整額
報告セグメント

121,699 127 121,826

四半期連結
損益計算書
計上額   （注

２）

4,404

計

報告セグメント その他
（注１）

合計 調整額

－

計
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